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コ ン ク リー ト圧 縮 試験体 の 載荷面 平面度 の 影 響に 関す る研究

　　　　　　　　　　　（そ の 1　 二 次 元解析 ）

　　　　　　　　　　　　　 正 会 員

　 1　 序

　 コ ン クリ
ー

トの 圧縮試験体は、載荷面 の 平面度 の

影響をうけてそ の 破壊強度や見掛けの ヤ ン グ率が変

わ る。本研究 で は、こ の 影響 に つ い て （そ の 1　 二

次元解析）、　（その 2　三 次元解析）、・（そ の 3

実験）によ り考察す る 。

　 2　解柝方法

2 − 1　　数イ直計算方法

　 コ ン ク リートの 試験体 を均質等方性 で 線形弾性 で

あると仮定し、三角形六節点二 次要素 （要素内で変

位 2 次応力度線形 に 分布）を用 い る有限要素法 と、

重 み 荷 重 が二 次分布 の 重 ね 合わ せ 法 に 基づ く境界要

素法 に よ り、数値計算を行っ た。電算機と し て パ ソ

コ ン PC − 9801VM を、基本 OS としてMS −

DOS を、有限要素法および境界要素法 の ソ フ トと

して平 居の プ ロ グラ ム
1・2 ）

を用い た。

2 − 2　解析 モ デル

　 JISAI132 コ ン ク リー
トの 強度試験体の 作り方

に 示される 「仕上げた面の平面度は0．05  以内でな

ければな らない 。」 より、図 1の よ うな幅10cm、高
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さ20em、厚 さ 10cmの 角柱 で、上 面 の 載荷面が平 面度

O．05皿 m の 凸面および 凹面のもの を解析の 対象とした。

平面度 とは、最も高 い 所と低 い 所を通る二 つ の 平行

な面 の 距離の こ とである 。

　ヤ ン グ係数は 2×105kgf／cm2 、ポア ソ ン 比 は0．25、

平面応力状態とした 。 図 2 は有限要素法の場合の要

素分割であ り対称性か ら左半分 の 領域 を対象にした 。

図 3 は境界要素 法 の 場合 の要素分割 で あ る。

　載荷面の拘束状態は、図4 のように面に平行な方

向に は反力が0で あ る ロ ーラー支持と、面に平行な方

向の変位が0であ る固定支持と した。図 4 で A の 部分
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　　 図　 1　解析の対象
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図 3 境界要素法 モデル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図　4 　境界条件
　　　　　の要素分割例
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は試験機の 載荷板 と接触 し載荷 さ れ て い る面で あり、

B の 部分は試験機 の 載荷板と接触 して い な い 面で あ

る。凹 凸の あ る上 面 で は、載荷さ れ る荷重が増加す

るにつ れて接触部分が大きくなっ て い く。 下面 の 軸

方向変位を0で与え、上 面で載荷板と接触する載荷 面

の 大きさ を数段階に取 り、それぞれ の 段階で 上面の
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接触部分 に適当な軸方向の変位の 境界条件を与 え て

計算を繰 り返し、ち ょ うど接触部分は変形後平面 に

な り、接触 しない 部分は変形後 も接触せずまた反力

も生 じな い よ うに、境界条件を集束させ た。図 5 と

図 6 が集束させ た境界条件で 与える軸方向の変位で

ある。
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　 3　解析結果と考察

議 難 澱
果 を．図 7 と図 8 に 示 す。こ れ ら　　　 20

か ら荷重 と試験体の 軸方向変形の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0
関係は図 9 と図 10 に なる。 平面

度が0に比べ てO．G5mmでは載荷初期
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

一20

の 変形が大き く、ヤ ン グ率を算出

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
一40

す るとき に 小 さく出るような影響

が考えられる。　　　　　　　　　 − 60

3 − 2　応力度の 分布

　図 11 と図 12 は、凹 凸面 の 載　　　20

荷面の 約半分の 部分が接触し て い

る第 4 段階 の 主応力度 の 計算結果　　　0

で あ る。ま た図 13 は、凸面 の 載
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一20

荷面で ロ ーラー支持 の 場合の 載荷

過程の 各段階 におけ る 主応力 度 の 　　 一40

計算結果 で あ る。

　凸面 で は上面 の 載荷面か ら5cm程　　
『60

度内部に 20kgf／c皿
2
前後の 大 きさ　　一〇〇

の 引張応力度が発生 して お り、凹

面で は上 面 の ご く近傍で 大きな引　
一100

張応力度が発生 して い る。コ ン ク　　 20

リ
ー

トは、圧縮応力度よ り格段に
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0
小 さ い 引張応力度 で 損傷す る こ と

か ら、こ れ らの 引張応力度 に よる　　 一20

圧縮試験体 の 損傷 の 影響を考慮す
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

一40
る 必要が あ る。
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